取扱説明書 


DIGITAL WIRELESS HEADPHONES 

ATH-DWL 550 OR 


⑥ audio-technica 


ノ •DIGITAL 
IRELESS 


お買い上げありびとうございます。 

本製品はデジタルワイヤレスへッドホンシステム 
ATH - DWL 已已日日の増設用へッドホンです。 

ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みのラえ、 
正しくご使用ください。 

また、保証書と一緒にいつでをすぐ読める場所に保管 
しておいて < ださい。 




内容物の確認 


本製品を使用する前に、下記のをのびすベてそろっていることを確認してください。 

万一、不足など問題びある場合は、お買い上げの販売店または当社相談窓□へご連絡ください。 



ヘッドホン 

( ATH - DWL 已已〇 OR ) X 1 

• 取扱説明書（本書） 

-保罰書 


聲 


充電器 

旧 C 3422 HP ) X 1 



単3形ニッケル水素充電池 
X 2 


電池について 

[ 指定電池 

単 3 形ニッケル水素充電池X 2 本または単 3 形アルカリ乾電池 X 2 本 ] 

I 


A 筒埃 


参電池の液が目に入ったとさは目をこすらない 

すぐに水道水等のされいな水で充分に洗い、医師の診察を受けて く ださい。 


A 警告 


•义の中に入れない、加熱、分解、改造しない 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 

参極性通りに入れる 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 

参液漏れした電池はすぐに取り出し、液は素手 
でさねらない 

-幼児びなめた場合はすぐに水道水等のされ 
いな水で充分にラびいをし、医師の診察を 
受けてください。 

•皮膚や衣服に付いた場合は、すぐに水で 
洗い流してください。皮膚に違和感びあ 
る場合は医師の診察を受けてくださし、 


•硬貨やカギなど金属製の物と一緒の場所に 
置いたり、電池の+と一を接続しない 

ショート状態になり液漏れ、発熱、破裂の 
原因になります。 

参新しい電池と一度使用した電池、銘柄や種類 
の違ラ電池を混ぜて使用しない 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 

参乾電池は充電しない 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 

参使い切った電池はすぐに取り出す 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 

参長期間使用しない場をは電池を取り出す 
液漏れによる故障の原因になります。 


A ま意 


参外装ラベルがはがれた電池は使用しない、 
ラベルをはがさない 

ショート状態になり液漏れ、発熱、破裂の 
原因になります。 

•落下させたり強い衝撃を与えない 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 

参変形させたりノ \ンタ'付けしない 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 

参保管、廃棄の場合は端テ部をテープなどで 
絶縁する 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 


下の場所で使用、放置、保管しない 

-直射曰光の当たる場所、高温多湿の場所 
. 炎天下の車内 

液漏れ、発熱、破裂、性能低下の原因にな 
ります。 

参水に濡 5 さない 

発熱の原因になります。 

参指定の電池外使用しない 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 

参使用済みの電池は自治体の所定の方法で処 
分する 

環境保全に配慮してください。 


安を上の注意 


本製品は安全性には充分な配慮をして設計していますが、使いかたを誤ると事故が起こる 
ことがあります。事故を未然に防ぐために下記の内容を必ずお守りください。 


巧用上の注意 


A 危険 

この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷を負う 
可能性び切迫しています」を意味しています。 

A 警告 

この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷を負ラ 
可能性びあります」を意味しています。 

A ま意 

この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者び傷害を負ラ、または物的 
損害び発生する可能性びあります」を意味しています。 


ヘッドホンについて 


A 警告 


•/こ、臓ぺースメーカーの装着部位か 5 22 cm 
I ソ内の場所では使用しない 

ペースメーカーび、本製品の電波の影響を 
受ける恐れびあります。 

•本製品を医療機器の近 < で使用しない 

電波び/こ\臓ペースメーカーや医療用電気機 
器に影響を与える恐れびあります。医療機 
関の屋内では使用しないでください。 


参自動車、バイク、自転車など、柔り物の運 
乾中は絶対に使用しない 

交通事故などけびの原因となります。 

参周囲の音が聞こえないと危険な場所（踏切、 
駅のホーム、工事現場、車や自転車の通る道 
など）では使用しない 

交通事故などけびの原因となります。 


A ま意 

•耳をあまり刺激しない適度な音量で使用する 

参分解や改造はしない 

大音量で長時間聴<と聴力に悪影響を与え 

故障の原因になります。 

ることびあります。 

•ウイングサポート各部を取り外した状態で 

•肌に異常を感じた場合は、すぐに使用を中止 

ヘッドホンを使用しない 

する 

けびの原因になります。 


巧電器について 

A 警告 


• AC 1 日日 VJ ^ ソ外の電源には使用しない （ 邮国内専用) 
過熱による乂災など事故の原因になります。 
•本製品じ(外には使用しない 

過熱による乂災など事故の原因になります。 

参異常（音、煙、臭いや発熱、損傷など）に 
気付いた 5 使用しない 

異常に気付いたらすぐに使用を中止して、コンセ 
ントから抜さお買い上げの販売店か当社のヴービ 
スセンターに連絡してください。そのまま使用す 
ると、火災など事故の原因になります。 

•コンセントや本体にプラグを差し込むとを 
は根元まで確実に差し込む 

過熱による乂災など事故の原因になります。 

参磊れた手で触れない 

感電によるけびの恐れびあります。 


参分解や改造はしない 

感電によるけびや、乂災など事故の原因に 
なります。 

参強い衝撃を与えない 

感電によるけびや、乂災など事故の原因に 
なります。 

参巧などでおおわない 

過熱による乂災など事故の原因になります。 

•プラグにたまったほこりなどは乾いた巧で 
定期的に拭さ取る 

過熱による乂災など事故の原因になります。 

•ベンジン、シンナー、接点復活剤など薬品 
は使用しない 

変形、故障の原因になります。 


A 迂后、 

参長時間使用しないとさは、コンセントから抜く 参通電中の充電器に長時間触れない 

省エネルギーにご配慮ください。 低温やけどの原因になることびあります。 


♦ご使用の際は、接続する機器の取扱説明書を必ずお読みください。 

参本製品の近くに電子機器や発信機（携帯電話など）びあると本製品にノイズび入る場合びあります。 
その場合は離して使用してください。 

♦本製品を設置する際、トランスミッターとへッドホンの間に電波をさえざるような障害物びないように 
して < ださい。 

参テレビやラジオのアンテナ付近で使用すると、テレビやラジオにノイズび入る場合びあります。 

その場合は離して使用してください。 

♦電池の消耗を防ぐため、使用後や本製品を使用しないとさは本製品の電源を切ってください。 


ワイヤレス製品について 


本製品は 2.4 GHz の周波数帯を使用します。この周波数帯域を使用するほかの機器との電 
波干渉を避けるために、下記事項をお読みのラえ、ご使用ください。 

本製品の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業-科学-医療用機器のほか工場の製造ライ 
ンなどで使用されている移動体識別用の構内無線局（免許び必要)、特定ル電力無線局（免許び 
不要)、およびアマチュア無線局（免許び必要）び運用されています。 

1. 使用の前に、近くで移動体識別用の構内無線局、特定ル電力無線局、およびアマチュア無線 
局び運用されていないことを確認してください。 

2. 本製品の使用により、万一、移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉び発生した 
場合には、速やかに使用周波数を変更するか、または電波の送信を停止してください。そのラ 
えで当社相談窓□にご連絡いたださ、混信回避のための処置（例えばパーテーシヨンの設置 
など）についてご相談ください。 

3. そのほか、移動体識別用の特定ル電力無線局またはアマチュア無線局に対して有害な電波干 
渉び発生した場合や、ご不明な点びございましたら、当社相談窓 □ までお問い合わせください。 


参本製品は曰本国内でのみご使用いただけます。 

参本製品は、電波法に基づ < 技術基準適合証明を受けた特定無線設備（認可番号： 
007 WWCUL 0531) を用いています。無線局の免許は必要ありません。 

参下の行為は、法律で禁じられてます。 

-分解や改造を行なラ。 

-本体内部に貼付の技術基準適合証明ラベルマークを含むラベル）をはびす 
参本体の表示について 


2.4DS4 I この無線器び 2.4 GHZ 帯を使用し、 DS - SS 変調方式、与干渉距離び4日 m であ 
■■■ I ることを表します。 


参使用可能範囲 

トランスミッターから約3日 m の範囲でご使用いただけます。トランスミッターとへッドホン 
の間に障害物びある場合や建物の構造などによっては、使用可能な距離び短くなる場合びあ 
ります。 


参ほかの機器との同時使用 

電子レンジ • デジタルコードレス電話 • 無線 LAN を使用する機器 • Bluetooth 搭載機器など、 
本製品と同じ 2.4 GHz 帯の電波を使用する機器の影響によって音声び途切れることびありま 
す。同様に、本製品の電波びこれらの機器に影響を与える可能性びあるため、これらの機器と 
離して設置してください。設置場所の変更で影響び回避でさない場合は、「送信周波数の変更」 
を行なってください。 
























































る部のを荷;と機能 


ヘッドホンを増設ずる 


ウイングサポートの拡大図 



指定の電池を入れます。 


音量を調整します。 


⑨ WIRELESS SET UP ボタン 

へッドホンとトランスミッターのペア U ングを行なうとき 
に使用します。 


③ POWER ボタン 

ヘッドホンの電源をオン/オフします。電源びオンのとさ 
ホ色に点打します。電波びうまく受信できないとさは、ホ 
色で点滅します。 

《ペア U ングを行なっているとさち、赤色で点滅します。 


⑥イヤパッド 

耳全体を覆うように装着します。 


⑥ヘッドパッド 

頭にフィットし、快適な装着で視 
聴を楽しめます。 


ヘッドホンは、電波の送信範囲内であれば複数台を同時に使用することびできますび、使用 
前にトランスミッターとペア IJ ングび必要です。下記の「へッドホンとトランスミッターのぺ 
ア U ングのしかた」の手順に従い、ペア U ングを行なってください。 



•へッドホンとトランスミッターのペアリングのしかた 

1. トランスミッターとへッドホンの POWER ボタンを巧し 
て、電源をオンにします。 

《トランスミッターとヘッドホンを] m じ(内に近づけてください。 


2 . トランスミッターの WIRELESS ボタンとへッドホンの 
WIRELESS SETUP ボタンを同時に長}甲します。 
トランスミッターの POWER インジケーターが憧闻こ、 
ワイヤレスへッドホンの POWER ボタンがホ色にそれぞ 
れ点滅しますが、点滅が点なに変わるまで巧し続けてく 
ださい。 


3 . トランスミッターの WIRELESS インジケーターとヘッドホ 
ンの POWER ボタンが点なしたらペアリングの完了です。 

※ペア U ングびラまくいかなかった場合は、再度ペア U ングを行 
なって< ださい。 



巧電器の®いかた 


初めて付属の電池（単3形ニッケル水素充電池 X 2本）を使用する場合は、付属の充電器で 
充電してください。また、使用中にヘッドホンの電源び切れる場合を電池の消耗び考えられま 
すので、充電してください。充電のしかたは下記の手順に従って行なってください。 


お手入れのしかた 

長くご使用いただくために各部のお手入れをお願いいたします。お手入れの際は、アルコール、 
シンナーなど溶剤類は使用しないでください。 

参へッドホン 

乾いた布で本体のミちれをおいてください。 



1 . 図のように、充電器のふたをスライドさせて開さます。 

2 . 充電器に表示されている+と一の表示に合わせて、単3 
形ニッケル水素充電池 X 2本を入れます。 

3 . 1 . の逆の手順で、充電器のふたを閉めます。 

4 . 充電器の電源プラグを引き起こし、コンセントに差し込 
みます。充電が開始されると、充電インジケーターが緑 
色に点滅します。 

5 . 充電インジケーターが緑色の点滅か 5 点灯に変わった 
ら、充電完了です。充電池を取り出します。 


※充電されていない状態から満充電までにかかる時間は約4 
時間です。満充電で約1日時間ご使用いただけます。 

(使用条件によって時間び異なる場合びあります。） 


ぶ胃-充電器の+と一の接点や、電池の端テはとさどさ乾いた布で拭いてください。 

-充電中は充電器や電池び温かくなりますび、異常ではありません。また、充電終了直後は温度び高くなっ 
ていますので、ごミち意ください。 

-充電び完了したら、電池を充電器から取り出してください。 

-充電中、近くにあるテレビやラジオにノイズび入ることびあります。このよラな場合は、テレビやラジ 
才から離れたコンセントをご使用ください。 

. ホットカーペットの上やス I -ーブの前面、直射日光の当たるところ、炎天下の車内など、高温になる 
場所で充電しないでください。高温になると温度保護機能び働さ充電を停止することびあります。 

-気温び〇〜4日むの場所で充電してください。 

-完全に放電していない充電池を充電すると、通常よりを早く充電び完了することびあります。 

-電池を充分に充電してを使用でさる時間び短<なった場合は、電池の寿命び考えられます。新しい充電 
池に取り替えてください。 

-付属の充電器は、パナソニック製ニッケル水素充電池専用の充電器です。 


電池の入れかた 


本製品のへッドホンは、指定の電池（付属の単3形ニッケル水素充電池 X 2本または単3形 
アルカ U 乾電池 X 2本）を入れて使用します。電池の入れかたは下記の手順に従って行なって 
<ださい。 



1. ヘッドホンの電池ホルダーのふたを、矢印の方 
向にスライドさせ外します。 


2. 電池ホルダーに表示されている+ と一の 表示に 
合わせて、指定電池2本を入れます。 

3 . 図のよラに、電池ホルダーのふたの先端部を入 
れて、矢印の方向にスライドさせてふたを閉め 
ます。 


•へッドホンのイヤパッド/ヘッドパッド 

イヤパッド、へッドパッドのミちれは乾いた布でおいてください。イヤパッドやへッドパッド 
に汗または水び付着すると色落ちする場合びあります。その際は乾いた布でおさ取り、 
陰干しすることをおすすめします。 

参長い間ご使用にならない場合は、高温多湿を避け、風通しの良い場所に保管してください。 

参イヤパッド、へッドパッドは消耗品です。保存や使用により劣化しますので、お早めに交換してくだ 
さい。イヤパッド、ヘッドパッドの交換や、そのほか修理については、販売店または当社サービスセ 
ンターへお問い合わせください。 


テクニカルデータ 


型式 

オープンエアーダイナミック型 

ドライバー 

0 已 3 mm 

再生周波数帯域 

己〜3己，000 Hz 

電源 

DC 2.4 V (付属の単3形ニッケル水素充電池 X 2本) 
または DC 3 V (単3形アルカ U 乾電池 X 2本) 

連続使用時間 

約1日時間 (lmW +ImW 出力時） 

※付属の単3形ニッケル水素充電池で満充電の場合 


質量 

約370呂（付属のニッケル水素充電池含む) 

交換イヤパッド 

HP-DVVL 已已00 


付 fad 口 

充電器（目 C 3422 HP ) X 1 
単3形ニッケル水素充電池 X 2 

(改良のため予告なく変更することびあります。） 


アフターサービスにごいて 


本製品をご家庭用として、取扱説明や接続•注意書さに従ったご使用において故障した場合、保証書記載 
の期間-規定により無料修理をさせていたださます。修理びでさない製品の場合は、交換させていたださ 
ます。お買い上げの際の領収書またはレシートなどは、保証開始曰の確認のために保証書と共に大切に保 
管し、修理などの際は提示をお願いします。 


お巧い合わせ巧 （電話 ま付/平曰 9 : 00〜17 : 30) 

製品の仕様-使いかたや修理-部品のご相談は、お買い上げのお店または当社窓□およびホームページのヴポー ト まで 
お願いします。 

♦相談お □ (製品の仕様•ほいかた）函 .0120-773-41 7 (携帯電話- PHS などのご利用は 03-6746-0211) 
FAX : 042-739-9120 E メール： support@audio-technica.co.jp 
♦サービスセンター（修理 • 部品）函，01 20-8 日 7-41 6 (携帯電話- PHS などのご利用は03-目74目-02 ] 2) 

FAX : 042-739-9120 E メール： servicecenter@audio-technica.co.jp 
参 ホームぺージ（サポート） WWW. audio-technica.co.jp/atj/support/ 


株巧を社ザ—ティザテツニク！ 

干] 94-86 日日ま京都町田市成瀬220日 © 2010 株式会社才ーデ'ィオテクニカ 

http://www.audio-technica.co.jp 139 日 -00470 












































































